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案

可
決
議
案

（
１
月

（
１
月
2525
日
）
日
）

●
災
害
復
旧
事
業

　

梨
子
沢
１
・
平
岩
地
区

復
旧
工
事
請
負
契
約
の
変

更変
更
前
金
額

　

９
１
８
０
万
円

変
更
後
金
額

　

９
２
７
７
万
２
千
円

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

53
万
３
千
円
を
追
加
し

総
額
40
億
１
３
６
６
万
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主

に
山
の
歴
史
館
整
備
事
業

の
計
上
等
に
よ
る
も
の
で

す
。駅

観
光
案
内
所
の

駅
観
光
案
内
所
の

改
善
を

改
善
を矢

澤
議
員

■Ｑ
年
末
年
始
に
駅
の
観

高
橋
議
員

■Ｑ
平
岩
水
路
の
頭
首
工

付
近
で
は
カ
ー
テ
ン
ブ

ロ
ッ
ク
の
根
が
洗
わ
れ
傾

斜
し
て
い
る
が
安
全
性
は
。

●Ａ
産
業
観
光
課
長

　

県
の
災
害
担
当
な
ど
と

確
認
し
、
機
能
に
は
影
響

な
い
と
の
こ
と
で
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室

放
課
後
子
ど
も
教
室

関
係
関
係近

藤
議
員

■Ｑ
子
ど
も
教
室
の

工
事
の
進
み
具
合
は
。

●Ａ
教
育
長

　

入
札
が
終
わ
り
、

工
事
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
完
成
は
来
年

度
の
早
い
内
に
な
る

予
定
で
す
。

高
橋
議
員

■Ｑ
子
ど
も
教
室
の

工
事
入
札
指
名
の
基

準
は
。
町
の
公
共
物

を
作
る
場
合
、
で
き

る
だ
け
町
内
の
業
者
を
使

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

●Ａ
総
務
課
長

　

町
で
営
業
活
動
を
行
っ

て
い
る
業
者
、
町
に
営
業

所
・
事
業
所
を
持
っ
て
い

る
業
者
を
指
名
し
て
い
ま

す
。

■Ｑ
町
内
業
者
の
下
請
け

は
。●Ａ

教
育
長

　

入
札
に
当
た
っ
て
は
町

内
業
者
の
下
請
け
起
用
を

申
し
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

小学校での放課後子ども教室建設現場小学校での放課後子ども教室建設現場

第１回臨時議会（１月25日）：補正予算審議など 12P

第２回臨時議会（２月22日）：補正予算審議など 13P

全員協議会：坂下病院問題、国保税改正、スクールバス混乗など 14P～16P

平成29年第１・２回臨時会・全員協議会

光
案
内
所
が
閉
ま
っ
て
い

て
困
っ
て
い
る
外
国
人
観

光
客
が
い
た
が
、
年
末
年

始
、
お
盆
な
ど
も
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

●Ａ
産
業
観
光
課
長

　

今
後
検
討
を
進
め
ま
す
。

梨
子
沢
の
災
害
復
旧

梨
子
沢
の
災
害
復
旧

坂
本
議
員

■Ｑ
梨
子
沢
か
ら
の
取
水

で
は
、
新
設
の
堰
堤
な
ど

か
ら
出
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
ア
ク
が
池
な
ど
に
影
響

し
な
い
か
。

●Ａ
産
業
観
光
課
長

　

副
堰
堤
か
ら
ポ
ン
プ
で

補
給
し
て
お
り
影
響
は
な

い
と
予
想
し
ま
す
が
、
状

況
を
確
認
し
対
応
し
ま
す
。

議会だより議会だよりなぎそ
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赤
坂
議
員

■Ｑ
超
過
勤
務
手
当
が
３

０
０
万
円
追
加
さ
れ
て
い

る
が
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
や

ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
態
は
。

●Ａ
総
務
課
長

　

通
常
業
務
の
延
長
に
つ

い
て
は
残
業
と
し
て
認
め

て
い
ま
せ
ん
が
、
時
間
外

の
そ
の
他
の
業
務
は
残
業

と
し
て
扱
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
週
火
曜
日
を

ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し

て
い
ま
す
が
、
会
議

等
も
あ
り
難
し
い
で

す
。

坂
本
議
員

■Ｑ
道
路
維
持
補
修

は
１
６
６
万
円
ほ
ど

減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
分
を
今
後

地
域
要
望
に
使
っ
て

い
く
の
か
。

●Ａ
総
務
課
長

　

財
源
が
起
債
な
ど
で
あ

る
た
め
他
の
事
業
に
充
て

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

■Ｑ
地
方
消
費
税
交
付
金

は
大
幅
に
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
来
年
度
の
見
通

し
は
。

●Ａ
総
務
課
長

　

県
か
ら
の
資
料
で
は
来

年
度
も
今
年
度
並
み
の
金

額
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

松
原
議
員

■Ｑ
中
学
校
の
耐
震
・
耐

力
度
調
査
費
が
２
２
０
万

円
と
大
き
く
減
額
と
な
っ

た
が
。

●Ａ
教
育
長

　

予
定
し
て
い
た
調
査
項

目
が
不
要
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

早
川
議
員

■Ｑ
大
洞
橋
の
補
修
工
事

を
行
っ
て
し
ま
う
と
、
今

後
架
け
替
え
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
。

●Ａ
建
設
環
境
課
長

　

今
回
は
最
低
限
の
補
修

を
行
い
、
次
の
５
か
年
計

画
で
架
け
替
え
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

高
橋
議
員

■Ｑ
妻
籠
宿
保
存
事
業
に

対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
し
の
ル
ー
ル
は
。

●Ａ
前
産
業
観
光
課
長

　

保
存
事
業
は
駐
車
場
の

使
用
料
で
実
施
す
る
も
の

で
す
が
、
近
年
駐
車
場
収

入
が
減
っ
た
た
め
一
般
会

計
か
ら
借
金
と
い
う
か
た

ち
で
繰
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■Ｑ
こ
の
よ
う
な
や
り
方

を
い
つ
ま
で
続
け
て
い
く

の
か
。

●Ａ
町
長

　

駐
車
場
会
計
の
起
債
の

償
還
が
あ
と
数
年
で
終
わ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
と

は
、
繰
り
入
れ
を
し
な
く

て
も
や
っ
て
い
け
る
と
思

い
ま
す
。

第第
22
回
臨
時
会

回
臨
時
会
可
決
議
案

可
決
議
案

（
２
月

（
２
月
2222
日
）
日
）

●
町
道
梨
子
沢
橋
改
良
工

事
の
受
託
契
約
の
変
更

変
更
前
金
額

　

１
億
５
５
９
万

１
７
０
５
円

変
更
後
金
額

　

５
７
６
０
万４

２
２
７
円

説
明

　

主
に
仮
設
工
の
大
幅
な

減
に
よ
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
審
議

補
正
予
算
審
議

●
固
定
資
産
評
価
員
の　

選
任
に
同
意

保
庭　

豊
己南

木
曽
町
読
書

●
教
育
委
員
の　
　
　
　

任
命
に
同
意

大
宮　

由
美
（
新
任
）

南
木
曽
町
田
立

●会計別補正予算 （単位：千円）

会　　　　　計 補正額 補正後の金額

一般会計 △ 10,248 4,003,420

国民健康保険特別会計 △  6,809 573,919

町営妻籠宿有料駐車場特別会計 1,882 42,281

●一般会計補正の主なもの （単位：千円）

事　　　業　　　名 金　　額

時間外手当不足分 3,000

中学校体育館耐震調査見直しによる減 △ 2,200

妻籠宿保存事業費 4,666

農業用施設災害復旧費 △ 4,600

復旧完了間近の町道梨子沢橋復旧完了間近の町道梨子沢橋

耐震化の計画、南木曽中学校体育館耐震化の計画、南木曽中学校体育館
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全員協議会　全員協議会　議会と町の意見交換議会と町の意見交換
 ―（１月25日・２月22日）―

１
月
１
月
2525
日
全
員
協
議
会
の
報
告

日
全
員
協
議
会
の
報
告

２
月
２
月
2222
日
全
員
協
議
会
の
報
告

日
全
員
協
議
会
の
報
告

・中津川市公立病院機能検討に関する対応　　・国民健康保険税率の改正
・町政報告会の報告　　　　　　　　　　　　・リフォーム補助金の見直し
・スクールバスの混乗運行　　　　　　　　　・旧蘭小学校の利活用の状況報告

中
津
川
市
公
立
病
院
機
能
検
討
に
関
す
る
対
応

中
津
川
市
公
立
病
院
機
能
検
討
に
関
す
る
対
応

　

坂
下
病
院
問
題

　

坂
下
病
院
問
題

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正

平
均
５
・
４
％
の
値
上
げ
を
検
討
中

平
均
５
・
４
％
の
値
上
げ
を
検
討
中

報
告

　

１
月
17
日
に
町
議
会
と

中
津
川
市
議
会
病
院
・
医

療
等
対
策
特
別
委
員
会
と

で
協
議
が
行
わ
れ
２
月
７

日
に
合
同
の
勉
強
会
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

１
月
19
日
南
木
曽
町
と

中
津
川
市
健
康
福
祉
部
と

で
協
議
が
行
わ
れ
、
坂
下

病
院
の
赤
字
補
て
ん
負
担

金
に
つ
い
て
市
よ
り
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

早
川
議
員

■Ｑ
市
長
方
針
で
、
木
曽

南
部
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
別
途

協
議
す
る
と
あ
る
が
。

●Ａ
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
町
村
単
位
で
行
っ
て

い
く
こ
と
が
基
本
だ
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

説
明

提
案
理
由
：
保
険
税
率
の

改
正
を
１
月
27
日
に
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
に

諮
問
、
２
月
24
日
に
協
議

し
答
申
が
出
ま
す
。

背
景
：
被
保
険
者
数
が

年
々
減
少
し
、
一
人
あ
た

り
医
療
費
が
県
内
で
10
位

以
内
と
高
い
傾
向
が
こ
こ

数
年
続
い
て
い
ま
す
。
収

支
は
、
基
金
の
繰
り
入
れ

で
黒
字
化
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
30
年
度
に
は
基
金
が

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

改
正
案
：
赤
字
会
計
と
な

ら
な
い
た
め
に
、
医
療
費

分
の
所
得
割
の
税
率
を

６
・
４
％
か
ら
７
・
５
％

へ
と
引
き
上
げ
、
約
５
６

５
万
円
の
増
収
を
図
る
も

の
で
す
。
全
体
で
は
５
・

４
％
の
値
上
げ
と
な
り
ま

す
。

　

意
見　
坂
下
病
院
の
入
院

機
能
が
無
く
な
っ
た
場
合

の
中
津
川
市
民
病
院
の
受

け
入
れ
態
勢
を
明
確
に
し

て
欲
し
い
。

近
藤
議
員

■Ｑ
12
月
に
県
と
厚
労
省

に
要
望
活
動
を
行
っ
た
が
、

坂
下
病
院
に
関
す
る
動
き

は
あ
っ
た
か
。

●Ａ
県
か
ら
は
、
今
後
岐

阜
県
と
長
野
県
で
情
報
交

換
し
て
い
く
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

国
は
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
注
視
し
て
お
り
、
岐
阜

県
に
も
状
況
を
確
認
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

■Ｑ
中
津
川
市
民
病
院
と

坂
下
病
院
を
合
わ
せ
、
財

政
的
に
黒
字
に
な
れ
ば
坂

下
病
院
を
維
持
で
き
る
と

坂
本
議
員

■Ｑ
国
保
会
計
を
県
が
一

括
す
る
仕
組
み
の
中
で
、

基
金
は
必
要
か
。

●Ａ
平
成
30
年
度
か
ら
は

保
険
の
給
付
費
等
は
県
が

支
払
い
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
納
付
金
を
町
が
県
に
納

め
る
制
度
と
な
り
ま
す
。

　

当
面
、
各
町
村
で
税
率

を
決
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
納
付
金
の
や

り
く
り
な
ど
に
基
金
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■Ｑ
赤
字
分
を
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
か
、
利

用
者
が
税
と
し
て
負
担
す

る
か
に
な
る
が
。

●Ａ
県
は
原
則
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
し
て

は
な
ら
な
い
と
説
明
し
て

い
ま
す
。

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に

ど
の
程
度
の
維
持
な
の
か
。

●Ａ
現
段
階
で
は
、
具
体

的
な
内
容
は
分
か
り
ま
せ

ん
。

坂
本
議
員

■Ｑ
市
民
病
院
の
病
床
数

が
減
る
と
入
院
患
者
数
の

方
が
上
回
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
。

●Ａ
市
で
は
受
け
入
れ
は

で
き
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
バ
ス
運
行
の
検

討
も
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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■Ｑ
市
町
村
が
繰
り
入
れ

を
し
な
い
よ
う
に
、
国
は

年
間
１
７
０
０
億
円
ず
つ

支
援
を
し
て
い
る
が
。

●Ａ
国
か
ら
の
特
別
調
整

交
付
金
は
、
平
成
28
年
度

申
請
で
は
６
５
０
万
円
程

で
す
。

北
原
議
員

■Ｑ
全
県
一
本
に
な
る
と

多
少
町
は
楽
に
な
る
の
で

は
。●Ａ

県
で
は
、
今
回
は
平

準
化
に
向
け
て
進
め
る
た

め
の
第
一
歩
の
改
革
と

い
っ
て
い
ま
す
。
い
き
な

り
の
平
準
化
は
自
治
体
間

の
一
人
当
た
り
所
得
と
医

療
費
の
格
差
が
大
き
す
ぎ

る
た
め
、
今
は
現
実
的
な

対
応
を
し
て
い
る
状
況
で

す
。

■Ｑ
町
の
メ
リ
ッ
ト
は
な

い
と
い
う
こ
と
か
。

●Ａ
ス
タ
ー
ト
時
点
で
は

そ
う
で
す
。
県
は
平
準
化

す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
平

準
化
し
、
少
し
で
も
助
け

て
い
た
だ
き
た
い
の
が
町

の
本
音
で
す
。

■Ｑ
県
の
示
す
税
率
ま
で

上
げ
る
の
か
。

●Ａ
平
準
化
の
第
一
段
階

と
し
て
県
の
示
し
た
数
字

に
近
づ
け
ま
す
。

矢
澤
議
員

■Ｑ
税
が
上
が
り
滞
納
者

が
増
え
る
の
で
は
。

●Ａ
大
き
な
問
題
で
す
。

毎
年
、
滞
納
が
多
す
ぎ
る

の
で
は
と
い
う
指
摘
も
あ

り
ま
す
。

■Ｑ
今
後
毎
年
改
定
が
必

要
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

●Ａ
納
付
金
は
毎
年
示
さ

れ
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
毎
年
改
定
す
る
の
が

基
本
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

支
出
が
大
き
く
な
っ
た

場
合
、
そ
の
分
を
補
填
す

る
方
法
が
他
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
度
に
大
幅
に
上

げ
る
こ
と
も
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

■Ｑ
特
定
健
診
の
受
診
率

は
。●Ａ

受
診
率
は
上
が
っ
て

い
ま
す
。
保
健
師
が
受
診

勧
奨
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

近
藤
議
員

■Ｑ
一
人
当
た
り
の
医
療

費
の
推
移
が
77
市
町
村
中

の
上
位
に
あ
る
が
。

●Ａ
町
で
は
、
Ｃ
型
肝
炎

な
ど
の
治
療
が
多
い
傾
向

も
あ
り
医
療
費
を
押
し
上

げ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ボ

ニ
ー
な
ど
の
薬
の
使
用
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
将
来

的
に
医
療
費
は
少
な
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

■Ｑ
今
回
の
改
定
で
５
５

０
万
円
程
の
増
収
だ
が
、

税
率
は
何
年
ほ
ど
据
え
置

け
る
か
。

●Ａ
細
か
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
29
年
度
予
想
で
は
基

金
残
高
が
２
２
０
０
万
で
、

増
収
分
が
上
乗
せ
さ
れ
て

も
２
７
０
０
万
円
程
度
で

す
。
基
金
の
取
り
崩
し
は

３
０
０
０
万
、
４
０
０
０

万
円
単
位
で
推
移
し
て
お

り
、
平
成
30
年
度
に
基
金

は
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

■Ｑ
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
の
こ
と
だ
が
、
個

人
負
担
が
大
き
く
な
り
、

町
と
し
て
考
え
る
時
期
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
。

●Ａ
税
金
が
高
く
な
り
払

え
な
い
人
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
が
、
保
険
税
軽
減

措
置
の
人
も
多
く
い
ま
す
。

交
付
金
の
増
額
を
国
に
声

を
上
げ
て
い
き
た
い
。

山
﨑
議
員

　

意
見　
国
保
会
計
世
帯
数

は
６
０
０
世
帯
で
全
世
帯

の
３
分
の
１
だ
。
一
部
に

対
し
て
一
般
会
計
か
ら
の

投
入
が
す
ぐ
に
で
き
る
か

議
論
が
必
要
だ
。
い
ず
れ

に
し
て
も
健
康
に
気
を
つ

け
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。

　

２
月
２
日
か
ら
13
日
に

説
明

　

平
成
23
年
度
か
ら
導
入

し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
制
度
は
、
平
成
24
年
８

月
よ
り
補
助
金
の
一
部
を

南
木
曽
町
商
品
券
で
交
付

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
商
品
券

に
つ
い
て
利
用
範
囲
や
期

限
な
ど
へ
の
苦
情
が
あ
り
、

制
度
の
見
直
し
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
総
合
戦
略
に
基

づ
く
移
住
定
住
を
推
進
す

る
た
め
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
を
拡
充
し
ま
す
。

　

現
在
、
商
工
会
と
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

◆
見
直
し
案
：
現
行
は
補

助
額
の
３
割
を
南
木
曽
町

商
品
券
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
、
①
補
助
金
の
全

て
を
現
金
交
付
す
る
。
②

現
行
ど
お
り
３
割
は
商
品

券
と
し
、
商
品
券
に
プ
レ

町
政
報
告
会
の
報
告

町
政
報
告
会
の
報
告

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
の
見
直
し

補
助
金
の
見
直
し

ミ
ア
ム
を
付
加
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
。

　

利
用
者
は
①
と
②
か
ら

補
助
金
交
付
方
法
を
選
択

し
ま
す
。

◆
拡
充
案
：
子
育
て
世
帯
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
や
新
規
就

業
者
の
居
住
な
ど
で
持
ち

家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場

合
に
、
現
行
の
補
助
制
度

に
加
え
て
、
５
万
円
分
の

商
品
券
に
よ
る
補
助
を
上

乗
せ
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
検
討
中
で
す
。

赤
坂
議
員

■Ｑ
拡
充
案
で
の
商
品
券

交
付
の
理
由
は
。

交
付
交
付●Ａ

拡
充
案
は
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
や
新
規
就
業
者
の

皆
さ
ん
に
、
町
内
で
の
商

品
券
利
用
で
地
域
の
商
店

を
活
用
し
て
状
況
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意

図
も
あ
り
ま
す
。

北
原
議
員

■Ｑ
拡
充
案
で
の
補
助
金

の
上
乗
せ
は
。

の
上
の
上●Ａ

補
助
対
象
事
業
費
30

万
円
以
上
に
対
し
、
一
律

５
万
円
を
考
え
て
い
ま
す
。

各
地
区
で
開
催
さ
れ
た
町

政
報
告
会
で
の
結
果
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
広
報
Ｐ
3
参
照
）
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会
だ
よ
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意
見　
商
品
券
に
１
割
引

２
割
引
と
い
う
商
品
券
の

魅
力
を
つ
け
れ
ば
使
い
道

が
出
て
く
る
。

矢
澤
議
員

　

意
見　
制
度
改
定
は
、
苦

情
を
言
っ
て
い
る
人
た
ち

も
理
解
が
で
き
る
と
思
う
。

坂
本
議
員

■Ｑ
こ
れ
ま
で
の
補
助
件

数
35
件
の
利
用
者
や
工
務

店
な
ど
に
直
接
ア
ン
ケ
ー

ト
は
と
ら
な
い
か
。

●Ａ
具
体
的
に
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

高
橋
議
員

■Ｑ
新
規
移
住
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合
の
補

助
は
。

助助●Ａ
２
０
０
万
円
以
上
の

工
事
を
す
れ
ば
、
現
金
14

万
円
と
商
品
券
の
11
万
円

（
６
万
円
＋
５
万
円
）、
ま

た
は
現
金
20
万
円
と
商
品

券
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

■Ｑ
リ
フ
ォ
ー
ム
代
を
商

品
券
で
支
払
え
る
か
。

●Ａ
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

は
実
績
確
認
後
に
交
付
す

る
の
で
、
商
品
券
を
リ

フ
ォ
ー
ム
の
代
金
に
使
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

早
川
議
員

■Ｑ
現
行
の
６
万
円
の
商

品
券
が
使
い
に
く
い
が
。

品
券
品
券●Ａ

有
効
期
限
が
あ
る
た

め
、
３
万
円
ず
つ
年
２
回

交
付
す
る
こ
と
を
検
討
中

で
す
。

近
藤
議
員

　

意
見　
商
店
へ
の
波
及
効

果
の
意
味
か
ら
は
、
選
択

制
で
な
く
商
品
券
で
や
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

松
原
議
員

■Ｑ
総
合
戦
略
に
基
づ
く

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
で
は
、

予
算
を
３
件
15
万
円
と
し

て
い
る
が
。

てて●Ａ
定
住
化
を
図
る
た
め
、

総
合
戦
略
の
事
業
を
子
ど

も
が
い
る
家
庭
、
新
規
就

業
者
の
家
庭
に
も
拡
げ
、

当
初
予
算
で
は
50
万
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
、
全
線
で

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
、
全
線
で

一
般
客
も
乗
り
合
わ
せ
、
経
費
の
削
減
図
る

一
般
客
も
乗
り
合
わ
せ
、
経
費
の
削
減
図
る

説
明

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
一
般

の
人
も
乗
る
こ
と
が
で
き

る
混
乗
運
行
を
提
案
し
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
路
線
は
保

神
線
、
妻
籠
線
、
田
立
線

で
、
与
川
線
と
北
部
線
な

ど
は
す
で
に
混
乗
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

提
案
理
由

①
利
用
の
拡
大
で
、
交
通

弱
者
の
利
便
性
を
図
る
こ

と
。

②
財
政
的
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
。

　

国
交
省
の
通
達
に
よ
り

ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
貸
切
バ

ス
）
運
行
の
運
賃
及
び
料

金
の
基
準
が
変
更
さ
れ
、

現
行
の
貸
切
バ
ス
運
行
で

は
契
約
単
価
の
大
幅
な
値

上
げ
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

混
乗
運
行
へ
の
切
り
替

え
に
よ
り
、
現
状
の
単
価

で
の
契
約
が
で
き
ま
す
。

　

混
乗
に
つ
い
て
は
、
関

係
す
る
地
域
の
保
護
者
へ

の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

北
原
議
員

■Ｑ
児
童
・
生
徒
と
一
般

の
人
が
乗
り
合
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
。

●Ａ
学
校
の
登
校
日
に

限
っ
て
の
運
行
に
な
り
ま

す
。

　

保
護
者
に
と
っ
て
は
一

般
客
も
乗
る
こ
と
で
不
安

も
あ
る
か
と
思
う
の
で
説

明
を
し
て
い
き
ま
す
。

坂
本
議
員

■Ｑ
混
乗
運
行
に
切
り
替

え
な
い
場
合
の
負
担
は
。

え
なな●Ａ

現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
か
か
る
経
費
は
全
体

で
２
７
０
０
万
円
程
で
す
。

　

貸
し
切
り
バ
ス
と
し
て

の
運
行
を
続
け
た
場
合
の

経
費
は
全
体
で
６
８
０
０

万
円
と
試
算
さ
れ
ま
す
。

高
橋
議
員

■Ｑ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
乗

合
バ
ス
に
す
る
な
ら
、
駅

説
明

　

蘭
社
会
教
育
施
設
で
あ

る
旧
蘭
小
学
校
の
利
活
用

企
業
等
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
２
件
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
通
信
制
の

高
校
と
し
て
活
用
を
考
え

て
い
る
学
校
法
人
と
協
議

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

矢
沢
議
員

■Ｑ
一
階
に
は
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
が
入
っ
て

い
る
が
、
移
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
。

ば
な●Ａ

今
回
の
募
集
は
、
二

階
・
三
階
部
分
の
使
用
を

条
件
に
募
集
し
た
も
の
で

す
。

坂
本
議
員

■Ｑ
以
前
も
同
じ
様
な
利

活
用
の
事
例
で
、
長
野
県

の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た

が
、
今
回
は
大
丈
夫
か
。

がが●Ａ
こ
れ
か
ら
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

旧
蘭
小
学
校
の

旧
蘭
小
学
校
の

利
活
用
募
集
状
況

利
活
用
募
集
状
況

を
経
由
し
運
行
す
る
な
ど

の
検
討
を
。

の
検検●Ａ

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
路

線
バ
ス
が
同
じ
よ
う
な
時

間
帯
で
運
行
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
ま
す
。

■Ｑ
座
席
数
の
多
い
大
型

バ
ス
を
使
え
ば
妻
籠
・
保

神
方
面
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
一
台
で
済
む
の
で
は
。

一●Ａ
今
後
検
討
し
ま
す
。

　

意
見　
軽
井
沢
の
バ
ス
事

故
か
ら
貸
切
バ
ス
に
対
す

る
国
交
省
の
指
導
が
厳
し

く
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
料

金
の
値
上
げ
等
予
想
さ
れ

る
中
で
、
地
域
バ
ス
の
あ

り
方
を
今
一
度
検
討
し
て

は
ど
う
か
と
思
う
。

松
原
議
員

■Ｑ
田
立
線
の
混
乗
で
、

料
金
と
バ
ス
停
は
。

料
金
料
金●Ａ

現
在
の
路
線
バ
ス
と

同
じ
く
大
人
は
３
０
０
円

で
す
。

　

保
護
者
と
の
話
も
あ
り

ま
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

で
使
用
し
て
い
る
バ
ス
停

を
考
え
て
い
ま
す
。




